
 ERP ERP導入導入

As-IsとTo-BeのAs-IsとTo-Beの
落とし穴を徹底解説落とし穴を徹底解説

成功のための道標

成功する

プロジェクトは

最初が違う!

ERPプロジェクトマネジャー。
ERP導入を成功させること
が至上命題。

モットー ： 親切丁寧

大薮さん鈴木取締役

敏腕営業本部長。大阪出身。
強 力 なリー ダーシップ で
チームを牽引。

特技 ： 瞬間移動

引屋敷取締役

ERP導 入プロジェクト 統 括
責 任 者。強 力 なリー ダー
シップでチームを牽引。

傾向 ： 無駄なことはしない

ERP成功の秘訣 —第２弾—

結局なにから結局なにから
 始めるの？ 始めるの？



さあERPの導入を始めよう！さあERPの導入を始めよう！
でも何から始めればでも何から始めれば…………？？

いよいよですね。
身が引き締まります！

ERPで 会社の
未来のあるべき姿を
描いてくれ！頼むで！

でも現状分析って
どうやってやれば
…………？？？？

なるほど。「現状分析」で
課題を明確化して、
それを解決した
姿が「あるべき姿」
というわけですね。

結婚と一緒やな。
現実を直視して
育てて行くんやな。

未来を語ると、みんな
言いたい放題になる
から非現実的！
まずは「あるべき姿」の
前に「現状分析」する
ことが重要！！

はい！
「あるべき姿」

からまとめ
ます！

プロジェクトは
初動が重要やぞ！

ちょっと
 待った !

さぁ ERP導入の
スタートだ！

最初は「 As-Is」と「 To-Be」から始める
ぞ！ 現 状 分 析（ As-Is）とある べき 姿

（To-Be）を明確化すればギャップが
わかるから方向性が決まるんだよ。

ありがとう
ございます！

そんでな
全ては愛なんや
LOVE IS
EVERYTHING
や、わかるか ?

良い人
なんだが
あーなると
長いから…

（苦笑）

助かりました。４つのステップを
踏めばできるから、
詳しく教えるよ。

ERP 導入前の
現状分析には

「業務アプローチ」と
「機能アプローチ」が

あるんだ。

そんで
愛は…
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As-Is(現 状 分 析)とAs-Is(現 状 分 析)と
To-Be（あるべき姿）どっちが先？To-Be（あるべき姿）どっちが先？

さあERPの導入を始めよう！さあERPの導入を始めよう！
でも何から始めればでも何から始めれば…………？？

まずは現状分析の
落とし穴と成功の
ポイントを説明するよ！

As-Isを
始めましょう！
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会社の業務は規模や業種、業態を問わず単純なものではありません。ステークホルダーがたくさんいますが、
それぞれ自身の立場から近視眼的にものごとをとらえます。あるべき姿がバラバラな状態では、
単なる要望になってしまい本来のERP導入目的を見失う可能性が高くなります。

As-Is 調査は、唯一無二の解であり現在の自社の状態を理解するために必須です。

As-Is 調査は、人間の体に例えると健康診断です。どこが悪いかもわからずにメスを入
れることはありません。まずは健康診断で徹底的に調べて悪いところをあぶり出します。
その悪い部分を治療した結果、健康な身体（To-Be）を取り戻すのです。

As-Is = 現状調査（何をしているのか？）＋ 目的分析（何故しているのか？）

ゼロからあるべき姿を策定できるのか？ゼロからあるべき姿を策定できるのか？

では何をすれば良いのか？では何をすれば良いのか？

できません！できません！

As-Isの調査から始めます。As-Isの調査から始めます。

Q

Q

A

A
理由理由

理由理由

みんなの目指す
方向性が違うから
大変だろ

外出先から
日報かけないかな

決算を簡素化
できないかな〜

私のやっていることを
システムにできるの?

いきなりTo-Beは
危険ですね

経営者経営者 営業営業
部長部長

情報情報
システムシステム

部長部長

  在庫・  在庫・
物流担当物流担当

As-IsAs-Is

ERPの導入では、現状分析で整理された業務要件に対して導入目的や想定効果を考慮して、現行

の業務プロセスをあるべき業務プロセスとして描き直していきます。そのときAs-Is とは現状の業務

やシステムのことを示します。また To-Be とは、次期の業務やシステムのことを示しています。

効率的な経営が
できれば良いですね。

フォーキャストをリアル
タイムで確認したい！

ITコストを抑えて
運用も楽にしたい！

完璧な需要予測
できれば良いね

営業営業
担当担当

財務財務
部長部長

製造製造
部門部門



現状分析で直面すること Top5

成功のポイントは３つ

現状分析のよくある現状分析のよくある
課題と成功ポイント課題と成功ポイント

SaaS などのソフトウェア形態が台頭してくるにつれ現場で簡単にソフトウェアの導入ができるようになりつつあります。
このような背景から現場が独自システムを導入しているようなケースがしばしばあります。

システム部門が知らないうちにシステムが導入されていた1

数年前に導入したシステムが業務の変化や担当者の変更などにより、
いつの間にか Excel などで運用され、システムが使用されていないケースもあります。

導入したシステムが使われていなかった2

新規事業やビジネスモデルの変更などにともない
システムが追従できていない問題が発生しているかもしれません。

新たなビジネスが発生し、システムがない3

システム部門が認知せずに既存システムの
改修や機能追加などが行われているケースがあります。

直接ベンダーに依頼してシステムが改修されていた4

現場によっては既存のシステムに大きな不満がなく、
新しいシステム導入を反対しているケースがあります。

新しいシステムの導入を反対され業務内容が見えない5

ERPを導入しようとする企業は概ね現場と課題は見えているでしょう。しかし、詳しく現状調査を始めると、
それらを再認識できるとともに、潜在化していた課題や事実も浮かび上がってきます。これこそが現状分析の目的になります。

あるある

3

1 2 3
会社を理解して、業務を
理解して、システムを理解する。
大変な作業だけど方程式が
あるから大丈夫！

コミュニケーション
能力が重要なんですね。

飲み会だけがコミュニ
ケーションじゃないぞ

ステークホルダーとのコミュニケーショ
ンからヒントが生まれるケースもありま
す。緊密に連携できるような関係性を
築きます。

ステークホルダーとのステークホルダーとの
コミュニケーションコミュニケーション

システムの利用実態に加えて、個々が
どのような業務を行なっているのか（シ
ステム以外）を理解します。

システム以外のシステム以外の
業務の流れを理解業務の流れを理解

なぜその業務が必要なのかを業務自体
の目的をきちんと分析し、システム化
の是非を決定します。

業務の必要性を理解業務の必要性を理解



To-Be
（あるべき姿）

  の
明確化

ERP導入における現状分析の位置付け

正しい現状分析の進め方

正しい現状分析の正しい現状分析の
進め方進め方

ERP 導入の初期段階における現状分析は、業務プロセスの可視化
によって、現場部門の業務内容が見え、同じような作業を複数の部
門で重複して実施していることや、同じような問題で悩んでいたこ
と、システム化されておらず手作業による処理などを認識すること
ができます。また、部門としてではなく、企業全体としての観点か

ら解決しなければならない問題も見え始めるようになります。
その結果を精査し、部門を超えた全社的な観点から改善の方向性
を整理していくことになります。また、ERP 導入の対象領域や要件
の抽出に漏れが出にくくなり、構築フェーズでプロジェクトが手戻り
するリスクを軽減できるようになります。

現状
把握

現状分析

提案
選定
契約

要件
定義

設計 開発
内部
テスト

設置
現地
テスト

教育 以降
受入
テスト

稼働
キック
オフ

本番
サポート

プロジェ
クト化

To-be
（あるべき姿）

の明確化

要件
一覧

業務
フロー

（将来）

補足説明
資料

課題
リスト

システム
ドキュ
メント

業務
フロー

（現在）

・	 部門別ヒアリングや全体ミーティングにより、問題・事象・原因の情
報をまとめる。

・	 現行業務やシステムに関するドキュメントを参考にして、分析対象
業務の理解を実施。
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現状分析に
失敗すると後の工程が
総崩れになります！

現状
把握

・	 分析・調査結果と、課題への対応方針を整理し、次フェーズの提案
依頼書（RFP）作成情報として取りまとめる。

・	 より具体的に業務プロセス、システム像を明確化し、課題解決方針と
システムの役割についてディスカッションを行う。

プロジェ
クト化

・	 分析・調査フェーズにて確認された課題を取りまとめ、
整理・分析した上で対応方針（ドラフト）を作成。

・	 ビジネスのビジョンや戦略・計画などから認識され
た経営課題を確認。

・	 全体課題を確認の上、対応方針について合意形成
を図る。

課題
抽出

課題
分析

経営視点
による

情報構造化

対応方針
の

全社合意

問題の
見える化

・	 現状把握フェーズで整理された情報に基づいて各
業務担当者にヒアリングを行い、業務プロセスの
可視化を実施。

・	 この時点で複数部門・部署にまたがる問題の関係
性を明確化。

・	 問題・事象・原因の相関関係を調査結果として整理。

分析
  ・
調査

プロセス
可視化

部門・部署
ごとの

問題認識

調査結果
まとめ

業務
調査



会社全体が
見渡せるだろ～

ERP の成功は
ここが最も重要だぞ！

このアウトプットで業務
全体が見渡せますね。

課題も浮き彫りに
なっとるな〜

一 般的にERP導入前の現状 分析 結果のアウトプットは業 務フロー図、要件
一覧、補足説明資料になります。調査・分析結果、および討議結果を整理し、
次フェーズ（RFP作成）のインプット情報として取りまとめます。
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現状分析結果の現状分析結果の
まとめ方まとめ方

会社の未来に
貢献できそうです！

現行業務フロー図に変更箇所、及びその背景などを詳細に記
載したもの。もしくはヒアリングベースの確認事項をもとに業
務プロセスを可視化したものが業務フロー図になります。

アウトプット：1アウトプット：1

業務分析ヒアリングで抽出された課題及び経営からの要請事
項などを整理、一覧化したもの。プロジェクト討議を経て全
体で確認された対応方針を合わせて記載します。

必要に応じて課題対応方針を具体的に説明した資料。RFP 作
成フェーズにおいて、要求機能詳細資料として活用することを
想定します。

凡例 内容

システム自動処理 、バッチ等

手作業による処理

基幹システムの操作による処理

基幹システム以外の操作による処理

他ページに記載された業務・処理

条件分岐

業務(プロセス)の流れ

情報(データ)の流れ

システム帳票

紙、書類

電子情報(ファイル)

業務フロー（凡例）

処理名

処理名

処理名

条件

条件

条件

処理名

処理名

支
払
申
請
部
署

支払依頼都度

経
理
本
部

担
当
者

支払
計上担

当
者

承
認
者

製造系プロセス
購買管理

販売系プロセス
仕入管理

提出
支払
明細書
仕入・返品
実績一覧

請求書

内容確認
提出

支払
明細書

仕入・返品
実績一覧

提出

仕入・返品
実績一覧

請求書

内容確認

仕入・返品
実績一覧

請求書

盛岡支店、那覇支店

管
理
者

請求書

支払
明細書
仕入・返品
実績一覧

請求書

上記以外

郵送郵送
手渡し

支払明細書
出力

支払
明細書

内容確認
提出

支払
明細書

支払
明細書

仕入・返品
実績一覧

請求書

仕入・返品
実績一覧

請求書

承認 返却
支払
明細書

仕入・返品
実績一覧

請求書

保管

支払
明細書

仕入・返品
実績一覧

請求書

仕入・返品
実績一覧

請求書

支払
明細書

仕入・返品
実績一覧

請求書

【プロセス説明】
● 経理本部におけるチェックポイントは以下のとおり。
①仕入・返品実績一覧若しくは請求書に押印されていること。
②請求書が添付されていること。
③仕入・返品実績一覧と請求書に差額が生じていないこと。

● 承認証跡の
捺印書類が拠
点によって異な
る。

【プロセス説明】
● 経理本部におけるチェックポイン
トは以下のとおり。
①支払明細書と請求書の金額に
差異がないこと
②支払予定日に誤りがないこと
③振込先に誤りがないこと。

タイトル 会計業務プロセス 作成者 山田 太郎 作成日

業務名 支払処理 更新者 里中 智 更新日

1 / 1 ページ

要件一覧（販売管理）

1 受注情報の管理
1-1 受注入力 入力 注文書、注文情報 受注確認票 顧客からの注文書の受領（新規契約） 及び 登録済みの受注伝票の訂正処理を行う。

1-1-1 見積伝票の参照 現行

見積伝票を参照し、受注データの登録ができること。

◎

1-1-2 与信限度額のチェック 新規

与信限度額の管理機能が必要。 債権の焦げ付きによる、貸倒リスクの回避。

2014年度実績で2件の貸倒れが発⽣。
貸し倒れ発生時の経営インパクが大きい。 データの登録時、与信限度額の自動チェックが行われ、与信

限度額を超過する契約については、伝票更新時にアラートが

表示されること。

【別紙13 受注時の与信限度チェックの実施】

◎

1-1-3 承認ワークフローへの対応 現行

承認ワークフローに対応していること。

　－受注金額に応じて承認ルートが自動設定されること

　－多段階承認（課長－部長－事業部長－社長の最大4階層）

     に対応していること
　－承認者不在時、上位権限者であれば代理承認が行えるこ

と

【別紙14 コンプライス対応のチェック】

◎

1-1-4 受注・発注同時処理 新規

受注と発注を同時処理する機能が必要。 受注と発注を別々に処理しているため、正確な原価

管理が行えていない。入力ミスも発生している。

受注/発注を同時に行うことで、業務スピード

と正確性を向上させたい。

受注と発注が1画面で同時に入力できること。

○

1-1-5 受注確認票の出力 現行

データ登録時、受注確認票が出力されること。

◎

1-1-6 単価未入力登録 新規

商品単価を未入力で登録する機能を追加す

る。

在庫引当のため、得意先との単価交渉前に受注デー

タの登録を行うが、現行システムでは単価が必須入

力項目であり、一時的に単価を0円で登録する必要

がある。

運用ルールとしては、単価交渉後に確定単価でデー

タ修正を行うことになっているが、修正を行わずに

0円のままで請求締処理が回ってしまうことがある
（請求書発行後に気付くケースが多い）。

尚、サンプル提供を目的とし、意図的に0円の受注

得意先に誤って0円の請求書を送ってしまう。

請求締処理後に発覚した場合、データの訂正

処理が必要。

単価未入力状態でデータ登録が行えること。

◎

1-1-7 ファイルの添付・ダウンロード 新規

契約書と受注データを関連付ける機能が必

要。

契約書と受注データの紐付きがないため、承認申請

の際に契約書の回覧が必要となっている。

スピーディーな決裁処理を可能とすると共

に、書類紛失リスクを低減する。

受注入力画面より、得意先から受領した契約書の添付

及び 参照が行えること。

　－ファイル形式はjpg、jpeg、png、gif、pdfに対応してい

ること

△

1-2 受注一覧 照会 注文情報 受注確認票 受注情報の確認・登録済伝票の訂正時など、対象となる受注伝票の検索を行う。

1-2-1 受注情報の参照 現行

検索結果が一覧形式で照会できること。

　－下記項目での検索が行えること

　　　受注日、受注番号、得意先、営業担当者、部門、商

品、

　　　契約単価（未入力含む）

◎

1-2-2 アクセスコントロール 新規

所属部門以外の入力や集計に制限をかける機

能が必要。

内部統制の強化を図る上で、「職務分掌」の整備と

実行が不可欠。

内部統制の強化が図れない。社員の不正行

為。

参照のアクセス制限ができること。

　－受注データは自部門のみ検索・照会を可能とし、

      他部⾨のデータ参照は禁⽌する
　－特権ユーザの設定を可能し、特権ユーザは他部門の

      データ参照を可能とする

【別紙14 コンプライス対応のチェック】

◎

1-2-3 ファイルの添付・ダウンロード 新規

[1-1-6] と同様 [1-1-6] と同様 [1-1-6] と同様 受注入力で添付した、契約書データの参照が行えること。

△

1-2-4 単価未入力伝票の検索 新規

[1-1-1-6] と同様 [1-1-1-6] と同様 [1-1-1-6] と同様 単価が入力されていない受注データの抽出が行えること。

◎

機能概要 新システムでの対応（要求事項） 補足説明資料参照先 優先度区分
問題の内容

要求の内容

問題の原因（なぜ問題が発生している）

要求の原因（なぜ要求が発生しているか）

問題が解決されないことによる業務への影響

要求の期待効果
機能種別 Input Output

業務領域
業務フローID

受注、出荷依頼、売上
xxx、xxx、xxx、xxx

No. 業務領域 機能名

インターフェース一覧

関連システム

From To
1 見積書データ連動 SFAで作成した⾒積書データを、販売管理で取得 SFA 販売管理 ファイル連携 随時

2 与信データ連動 ワークフローで承認した与信情報を、販売管理で取得 与信管理 販売管理

3 プロジェクト工数データ連
動

勤怠管理で登録したプロジェクト工数データを、個別原価計算で取得 勤怠管理 個別原価管理

4 入金データ連動 インターネットバンキングサービスから、入金データを債権管理で取得 インターネットバンキ

ング（Web）

債権管理

5 支払データ連動 債務管理から支払データを出力し、インターネットバンキングで取得 債務管理 インターネットバンキ

ング（Web）

6 資産データ連動 資産管理で登録した、資産取得又は除売却のデータを、固定資産管理で取得 資産管理 固定資産管理

7 資産データ連動（２） 資産管理で登録した、資産取得に係る債務のデータを、債務管理で取得 資産管理 債務管理

8 経費データ連動 ワークフローから経費管理を経由して作成した経費精算データを財務会計で

取得

経費管理 財務会計

9 給与データ連動 給与データ（給与、賞与、法定福利費、賞与引当金、退職給付引当金など）

を、財務会計で取得

給与管理 財務会計

10 部門別実績データ連動 財務会計の部門別実績データ（売上・原価・経費）を、予実見込管理で取得 財務会計 予実見込管理

備考No. インターフェース名 インターフェース概要 処理タイミングインターフェース方式

 

システム名 ドキュメント名 作成日 作成

GRANDIT 現行システム　データボリューム 2018/8/23 山田 太郎

データの種類 登録件数 使用数

得意先

仕入先

製品

エンドユーザ

部品、原材料

案件

作業日報

注文番号発番数

注文番号 年 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

全注文番号

確定

不具合・点検

5

1

2

3

4

6

7

1303 3058

2,172,545

7324 8388 9326

--- ---

3894 3807 5883

1303 3058

5754

7324 8388 93266420

12460 2661

3894 3807 5883 5754 5913

12072 8189 11343 11055 12601 117995913 6420 6304 12995

5406 1153

--- --- --- --- --- ---

3223 4863 4809 5727 5216 5768

13484

6304

--- --- 134 59---

6212 6061

20 1

413

453

7,300

20

38,019

---

53 25 24 17 29 17---

18,202

---

---

413

201

---

20

業務フロー図業務フロー図

要件一覧要件一覧
アウトプット：2アウトプット：2

補足説明資料補足説明資料
アウトプット：3アウトプット：3



このアウトプットで業務
全体が見渡せますね。

システムインテグレータに
相談しませんか？

良さそう
  だね！

200 社を超える導入実績

ERPERPならシステムインテグレータならシステムインテグレータ
システムインテグレータは、200 社を超えるERPの導入を支援してきました。私たちはお客様のゴールを見据え、導入
だけでなく計画段階から教育、保守サポートにいたるあらゆる面での包括的なサポートを提供しています。ERPに深く
携わる知見とプロフェッショナルな経験を活かしお客様の成功を支援いたします。

今回、ご紹介させていただきました「業務フロー図」「要件一覧」「補足
説明資料」のサンプルを弊社ホームページから無料でダウンロードいただ
けます。この機会にダウンロードいただき貴社 ERP 導入プロジェクトに
お役立てください。

システムインテグレータを選定した理由システムインテグレータを選定した理由

　ステムインテグレータは、重要なコスト面において、
他社と比較しても圧倒的な差がありました。また、

ピップの要望や課題を解決する内容が提案に盛り込まれ
ていたことや姿勢などを評価して決めました。

ピップ株式会社

　つは提案内容が具体的でリアリティがあったこと
です。もう１つは柔軟な対応でしょうか。顧客視

点に立った対応力を見て、ここにお願いしたいという気
持ちになりました。

株式会社ソード

シ 1

DLDL

https://products.sint.co.jp/grandit/https://products.sint.co.jp/grandit/
resource/asis-output-sampleresource/asis-output-sample

ダウンロードはこちら！ダウンロードはこちら！

ERP 導入前ERP 導入前
現状分析（As-Is）アウトプットの現状分析（As-Is）アウトプットの
無料サンプルダウンロード実施中！無料サンプルダウンロード実施中！
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© 株式会社システムインテグレータ All rights reserved.
記載事項は、予告なく変更される場合があります。内容の一部または全部を 株式会社システムイン
テグレータの許可なく使用・複製することはできません。株式会社システムインテグレータ、システ
ムインテグレータ ロゴは、日本およびその他の国における株式会社システムインテグレータの登録
商標です。その他のブランドまたは製品は、それぞれを保有する各社の商標または登録商標です
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株式会社システムインテグレータ
 詳しい情報はこちらをご覧ください。
https://products.sint.co.jp/backoffice

私たちが全面的に
サポートします！

Eコマースと
ERPを
組み合わせれば
オムニチャネルが
実現できる！

きめ細かい
サポートで、
業務課題を
解決します！

みんな
幸せそう
ですね。

日本の会社をよくすること
が私たちの使命です！

田島です。
ERPを入れれば
業務効率化に
繋がる！
良いと思います。

業務全体をリアル
タイムに把握して
俊敏性を高める。
スピード経営の
実現や！

吉田です。
ERPでプロジェクト収支
を確認できると
赤字プロジェクトを防げ
る。良いと思います。

ERPの導入は弊社へお任せください！

 お問い合わせ窓口 お問い合わせ窓口

システムインテグレータは、システムインテグレータは、
「時間を奪うのではなく、 時間を与えるソフトウェアを創り続ける」という「時間を奪うのではなく、 時間を与えるソフトウェアを創り続ける」という
スローガンのもと人々の生活を豊かにするソフトウェアを提供しています。スローガンのもと人々の生活を豊かにするソフトウェアを提供しています。

Eメールアドレス  ： erp_mk@sint.co.jp
サ イ ト U R L  ：https://products.sint.co.jp/backoffice

詳しくはシステムインテグレータまでお問い合わせください。詳しくはシステムインテグレータまでお問い合わせください。

ERPなら
システムインテグ
レータですね！


